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１．はじめに  

中山間地域は他地域と比べると，人口減少が著し

く進行しており，「限界集落」という言葉に表される

ように社会的問題として注目されている。その原因

は，少子高齢化や若い世代を中心とする他地域への

人口流出によるものである。また，そのことにより

近年では，地域のつながりであるコミュニティの衰

退が著しく，住民同士のつながりが希薄となってい

ることが先行調査 1），2）において報告されている。こ

のような社会問題が進行している一方で，都市部と

比較して伝統ある祭りや行事，風習が多く存在して

いることは，中山間地域のもつ一つの魅力・財産で

ある。歴史ある伝統的なコミュニティを消滅させな

いためにも，中山間地域における地域特有のコミュ

ニティを貴重なまちづくり資産として捉え，将来に

向けて維持し，継承していく必要がある。 

 本研究は，中山間地域として位置づけられるいわ

き市三和町を対象として，大字単位の地区毎にコミ

ュニティの形成と活動の実態について明らかにする

ことを目的とするものである。具体的には，コミュ

ニティの内容を具体的に把握し，その現状を明らか

にする。その上で，今後も維持・継承していくため

に，現状それを支えているシステムを明らかにし，

まちづくりの展開に活かすことができるのかについ

て追究していく。 

 

２．研究対象と方法 

（１）研究対象(いわき市三和町について) 

 本研究の対象とするいわき市三和町は，40 年が経

過した広域合併都市・いわき市の中でも西部の阿武

隈高地に位置し，旧市町村であるいわき市内 13 地区

の中でも最大の面積を誇る中山間地域である。人口

は昭和 35年の 7,831人をピークに一貫して減少傾向

にあり，平成 22 年国勢調査(中間報告)によると，人

口 3,424 人，世帯数 1,080 であり，平成 17 年の調査

と比較すると，変化率が

－11.4％，－2.9％と減少

している。高齢化率も

30％を超えており，地区

（集落）によっては，限

界集落間近であると危惧

されている。空間構成と

しては，大字 11地区を単

位として独自の文化や歴

史を有し，コミュニティ

が形成されており，山間

地の中にあってすべての

地区に川が通っており，豊富な野生の動植物にみる

自然豊かな地域である。 

（２）研究方法 

 コミュニティの存在を明らかにするために，研究

方法としては第一に，文献調査により，名称，起源，

内容について明らかにする。その上で，第二に，現

地調査を通してその内容について具体化・明確化を

図る。さらに，第三に，地域のことを良く知る人を

対象としてヒアリング調査を実施して不明な点の解

消に努め，コミュニティの現状としてデータベース

を作成する。以上のことを通して，大字 11地区単位

にみるコミュニティの形成と分布について追究して

いく。 

 

３．コミュニティの形成と実態 

（１）起源にみるコミュニティの形成 

現存するコミュニティについて，起源を基に分類

し，11地区毎にみたものが表－1である。その結果，

「神社祭典」，「伝統行事・祭り」，「その他・行事」

の 3つに分類することができた。全体としては，「神

社祭典」が 38，「伝統行事・祭り」が 96，「その他・

行事」が 152 であり，合計 286 と数多くのコミュニ

ティが現存していることがわかった。これを地区単

位でみてみると，町内で最も東に位置する合戸地区

が 35と最も多く，次いで中三坂地区が 33，上三坂地

区と渡戸地区が 31となっており，いずれも他地区と

比較して「伝統行事・祭り」が多い形となっている。 

（２）コミュニティの活動拠点の分布 

 祭りの開催地となる「神社・仏閣」をはじめ，コ

ミュニティの活動拠点により分類した結果，「自然・

公園」と「公共施設」を加えた 3 つに分類すること

ができた。合計 178ある中で，地区毎の分布をみたも

のが表－2である。これをみると，差塩地区が21と最も

多く，他地区と比較して「自然・公園」が 8 と多いことが
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上三坂 中三坂 下三坂 差塩 上永井 下永井 合戸 渡戸 中寺 上市萱 下市萱 合計

神社祭典 3 7 1 4 3 5 3 6 2 3 1 38

祭り・行事 13 10 5 6 6 7 15 10 11 6 7 96

その他・行事 15 16 11 11 11 15 17 15 14 15 12 152

31 33 17 21 20 27 35 31 27 24 20 286合計

地区

分類

上三坂 中三坂 下三坂 差塩 上永井 下永井 合戸 渡戸 中寺 上市萱 下市萱 合計

神社・仏閣 12 11 8 10 9 8 8 10 8 7 8 99

自然・公園 3 3 6 8 6 5 2 5 2 4 7 51

公共施設 2 2 1 3 3 4 3 2 3 2 3 28

17 16 15 21 18 17 13 17 13 13 18 178

地区

分類

合計

表－2 コミュニティの活動拠点の分布 

表－1 起源にみるコミュニティの形成と分布 



女性の集い

婦人消防隊 十九夜
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釜の神講

安産祈願

図－3 コミュニティの広がり（女性の集い） 

表れる形となっている。次いで上永井地区と下市萱地

区が 18 となっており，やはり「自然・公園」が多いこと

が表れる形となっている。 

その内容を具体的にみてみると，「神社・仏閣」につ

いては，御塚神社が 11 地区全てにおいてみることが

できる。御塚神社とは，山岳信仰を起源として成立し

ているものであり，小高い山の上に存在している。これ

は，山間地域という地域特性が表れる形となっている

ということができる。また，「馬頭観音」が差塩地区を除

く 10 地区においてみることができる。これは，馬力神

にみる神仏信仰を起源とすることより，やはり牛や馬を

飼育している地区という昔からの地域特性が表れる形

となっている。 
 

４．コミュニティの形成と広がり 

（１）山岳信仰 

コミュニティの活動拠点の分布において，「御塚神

社」が全 11 地区に存在することが明らかとなった。

しかしながら，コミュニティとしての「御塚神社祭

典」をみることができるのは，中三坂，下三坂，差

塩，上永井，下永井，合戸，渡戸の 7 地区であり，

三和町内においても東部に位置する小学校区でいう

と永戸地区や永井地区にあり，隣接する複数の地区

単位で現存する形となっている。また，図－1 にみる

ように，そこでは獅子舞を奉納するという伝統より，

獅子祭りの開催にもつながっている。しかしながら

現状，獅子祭りを開催しているのは上永井，下永井

の永井地区，合戸，渡戸の永戸地区の隣接する 2 つ

の地区のみとなっており,他地区においては，差塩地

区を例にとると，かつて獅子祭りを開催していたも

のの，若者が少なくなり，獅子を務める者がいなく

なったことにより消失したという過程を把握するこ

とができた。 

（２）農耕儀礼 

 図－2にみるように，農耕儀礼に関しては，年間を

通した催し物の開催をみることができる。年初めの

１月に寄り合いを開催して虫除けを祈願することか

ら始まり,５月の田植え前までに，豊作祈願として祭

典を行う。そして，収穫後の９月から 11月にかけて

は，感謝を神の御前で祝すという形でその年の作物

が収穫出来た感謝の喜びを神に讃え,また農作業を

手伝ってもらった隣組に御礼をするためとして,風

習や祭りを開催することにつながっている。このよ

うに，年間を通して農耕儀礼の催しが季節に応じた

形となって行われており,秋頃には収穫物の豊作を

祈願した大祭を開くなど農作物に対しての伝統や思

い入れが大きいことがわかった。この農耕に関する

伝統は，昔から現在に至るまで現存する地区では途

絶えることなく存在し続けており,時代が変わって

農作業を行う人口が年々減少している状況下におい

ても,神仏に対する信仰心の強さと,人とのふれあい,

共存し助け合うつながりは変化していないことがわ

かった。 

（３）女性の集い 

 図－3にみるように，女性同士のコミュニティも存

在している。十九夜と呼ばれる安産祈願や,お嫁さん

の親睦を図る釜の神講のように既婚者を中心とする

コミュニティが存在している。また，婦人消防隊は,

全 11地区に存在しており，多様な目的の下に活動し

ていることがわかった。 

 

５．おわりに 

本研究の成果により，次のことがわかった。 

第一に，三和町内大字 11地区毎にコミュニティの

形成と分布を明らかにすることができた。 

第二に，コミュニティの分布と活動拠点との関係

をみることにより，地区同士の繋がりを明らかにす

ることができた。そこでは，かつてあったコミュニ

ティの消失過程も明らかにすることができた。 

第三に，山岳信仰，農耕儀礼，女性の集いを題材

として，コミュニティの広がりを示すことができた。 

 人口減少・少子高齢化が進行する中で，維持・継

承しているコミュニティの内容と実態は，貴重な財

産であり，今後のまちづくりを支える重要なシステ

ムとなり得るということができる。 

 
６．参考文献  

1）山中進他：山間地域の崩壊と存続，九州大学出版会（2005） 

2）関満博：地方圏の産業振興と中山間地域，新評論（2007） 

恵比寿講(11月)

萱刈り餅(10月)

支えるシステム：農家(家族)

釜の神講(11月下旬・２月) 寄り合い(1月)山の神講(11月)

庚申祭り(2月)

諏訪神社例大祭(9月)

熊野神社例祭(3月)

永井神社祭典・大祭(5月)綿津海神社例大祭(9月)

虫除け

作神様

神饌供え

神輿渡御神饌供え

新殻餅つき

豊作感謝・祈願

女性の集い

神輿渡御

農耕作業

（農耕儀礼）

安全祈願

図－2 コミュニティの広がり(農耕儀礼) 

御塚神社

（山岳信仰）

御塚神社祭典 獅子祭り

獅子舞奉納

支えるシステム：若者(青年)

山岳信仰

図－1 コミュニティの形成と広がり(山岳信仰) 


	4027h24027_IV-27: IV-27
	4027header1p04027_IV-27: 土木学会東北支部技術研究発表会（平成22年度）
	4027header1p14027_IV-27: 土木学会東北支部技術研究発表会（平成22年度）


